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組合の集会で演奏する 

サガンオールスターズ 

反原発うたいたい 

３
月
21
日
、
東
京
都
渋
谷
区
の

代
々
木
公
園
で
、
３
・
２
１
さ
よ
う

な
ら
原
発
全
国
集
会
が
開
催
さ
れ
、

１
万
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
プ
レ
コ

ン
サ
ー
ト
で
は
李
政
美
さ
ん
。
集
会

で
は
、
鎌
田
慧
さ
ん
、
落
合
恵
子
さ

ん
、
福
島
の
避
難
者
の
代
表
、
東
海

村
、
原
発
ゼ
ロ
法
案
の
国
会
議
員
、

沖
縄
、
総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会

が
発
言
。
そ
の
中
で
、
経
産
省
前
テ

ン
ト
ひ
ろ
ば
の
リ
ー
ダ
ー
渕
上
太
郎

さ
ん
が
前
日
逝
去
さ
れ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
日
音
協
や
反
原
発

う
た
い
た
い
は
何
度
も
経
産
省
前
テ

ン
ト
ひ
ろ
ば
で
歌
っ
て
い
た
の
で
、

悲
し
い
お
知
ら
せ
に
驚
き
ま
し
た
。 

 
 

 
 

■
集
会
ア
ピ
ー
ル
■ 

福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
８
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
今
日
、
私
た
ち
は
、

原
発
事
故
の
収
束
が
遙
か
遠
く
に
あ
る
こ
と
、
事
故
の
も
た
ら
し
た
影
響

は
い
ま
だ
深
刻
で
あ
り
、
被
災
者
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
を
、
深
く
傷

つ
け
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
安
倍
政
権
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向

け
て
フ
ク
シ
マ
を
無
か
っ
た
こ
と
の
よ
う
に
、
全
て
の
事
実
を
覆
い
隠
そ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
被
災
者
を
切
り
捨
て
る
も
の
で
あ
り
断

じ
て
許
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
フ
ク
シ
マ
を
忘
れ
去
る
こ
と
は
、
第
二
、

第
三
の
フ
ク
シ
マ
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
で
す
。 

現
在
、
26
基
の
原
発
が
廃
炉
決
定
ま
た
は
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
原

発
は
今
、
確
実
に
「
廃
炉
の
時
代
」
を
迎
え
て
い
ま
す
。
電
力
各
社
は
、

９
基
の
原
発
を
再
稼
働
さ
せ
て
い
ま
す
が
、
東
海
第
二
原
発
な
ど
を
は
じ

め
と
し
て
再
稼
働
を
め
ぐ
る
状
況
に
は
き
び
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
原
発
の
新
増
設
・
リ
プ
レ
ー
ス
も
、
脱
原
発
の
大
き
な
声
の
前
に
は
困

難
で
す
。
原
発
や
関
連
施
設
の
老
朽
化
、
廃
炉
作
業
の
遅
延
、
使
用
済
み

燃
料
の
最
終
処
分
な
ど
、
困
難
を
伴
う
様
々
な
問
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

原
子
力
政
策
が
、
今
後
好
転
す
る
見
込
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。
原
発
が
動
け

ば
動
く
ほ
ど
核
の
ご
み
は
増
え
、
原
発
事
故
の
危
険
性
と
背
中
合
わ
せ
に

暮
ら
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
原
発
再
稼
働
よ
り
も
廃
炉

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
な
の
で
す
。
原
発
・
核
燃
料
サ

イ
ク
ル
は
、
そ
の
リ
ス
ク
や
コ
ス
ト
を
考
え
る
と
経
済
的
合
理
性
が
な
い

こ
と
は 

明
確
で
あ
り
、
原
子
力
の
存
立
意
味
そ
の
も
の
が
問
わ
れ
て
い
ま

す
。
い
ま
こ
そ
政
治
の
責
任
に
お
い
て
、
原
発
の
な
い
社
会
を
ど
の
よ
う

に
し
て
作
り
あ
げ
て
い
く
の
か
を
徹
底
的
に
議
論
す
べ
き
で
す
。 

昨
年
３
月
９
日
「
原
発
ゼ
ロ
基
本
法
案
」
は
、
立
憲
民
主
党
、
日
本
共

産
党
、
社
会
民
主
党
、
自
由
党
の
ほ
か
無
所
属
の
議
員
有
志
に
よ
っ
て
、

衆
議
院
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
法
案
は
、「
す
べ
て
の
原
発
を
速
や
か
に
停

止
し
、
法
施
行
後
５
年
以
内
に
廃
炉
を
決
定
す
る
」
、
「
原
発
の
再
稼
働
は

せ
ず
、
新
増
設
・
リ
プ
レ
ー
ス
は
認
め
な
い
」
、
「
使
用
済
み
核
燃
料
再
処

理
・
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
事
業
は
中
止
す
る
」
、
「
放
射
性
廃
棄
物
・
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
の
管
理
と
処
分
を
徹
底
す
る
」
な
ど
を
基
本
と
す
る
も
の
で
す
。 

そ
の
法
案
は
、
提
出
以
降
、
今
日
ま
で
衆
議
院
の
経
済
産
業
委
員
会
で

一
度
も
審
議
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
委
員
会
の

多
数
を
占
め
る
与
党
な
ど
に
よ
っ
て
、
審
議
が
拒
否
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

７
月
に
衆
参
同
時
選
挙
に
な
れ
ば
、
衆
議
院
解
散
で
こ
の
法
案
は
、
一
度

も
審
議
さ
れ
な
い
ま
ま
廃
案
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

安
倍
自
公
政
権
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
を
改
訂
し
、
い
ま
だ
強
引

に
原
子
力
推
進
政
策
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
実
態
は
、
再
稼
働
、
核
燃
料

サ
イ
ク
ル
は
行
き
詰
り
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
中
心
で
あ
っ
た
原
発
輸
出
は
、

次
々
と
頓
挫
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
真
摯
に
認
め
、
原
発
の

な
い
社
会
に
む
け
て
の
議
論
を
開
始
す
る
こ
と
が
、
日
本
の
未
来
に
と
っ

て
の
重
要
な
課
題
で
す
。「
原
発
ゼ
ロ
基
本
法
案
」
の
審
議
を
直
ち
に
開
始

し
て
、
新
し
い
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。
私

た
ち
は
国
政
の
場
で
、
フ
ク
シ
マ
の
課
題
の
解
決
に
む
け
て
、
脱
原
発
社

会
の
実
現
に
む
け
て
、
真
摯
な
議
論
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
求
め
ま
す
。   

２
０
１
９
年
３
月
２１
日 

さ
よ
う
な
ら
原
発
全
国
集
会
参
加
者
一
同 

 

集
会
は
、
別
掲
の
ア
ピ
ー
ル
を
採

択
。
参
加
者
は
デ
モ
行
進
で
脱
原
発

と
被
災
者
の
支
援
を
訴
え
ま
し
た
。 

（
松
本
敏
之
） 

  

 

集
会
に
先
が
け
て
日
音
協
テ
ン
ト

で
は
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。
全

員
で
の
『
風
車
の
唄
』
を
皮
切
り
に
、

反
原
発
う
た
い
た
い
、
合
唱
団
ミ
ー

ル
、V

J
k
in

、
う
い
み
ん
、
小
金
井

俊
弥
（
フ
ジ
ビ
グ
ル
ー
プ
分
会
）、
狭

石
啓
子
、Ric

o

＆T
a
ts

u

が
演
奏
し

ま
し
た
。
強
風
で
譜
面
台
が
あ
お
ら

れ
テ
ン
ト
さ
え
揺
れ
る
日
で
し
た

が
、
歌
っ
て
い
る
と
、
立
ち
止
ま
り 

じ
っ
と
目
を
向
け
る
人
も 

多
く
い
ま
し
た
。
植
え
込 

み
の
縁
に
座
っ
て
、
ず
っ 

と
聞
い
て
く
れ
て
い
る
姿 

も
あ
り
ま
し
た
。
ハ
ン
グ 

ル
文
字
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を 

持
っ
た
ふ
た
り
連
れ
が
、 

興
味
深
げ
に
笑
顔
を
向
け 

て
も
く
れ
ま
し
た
。
プ
ロ 

グ
ラ
ム
の
最
後
は
全
員
合 

唱
『
あ
た
り
ま
え
の
地
球
』 

で
し
た
が
、
ち
ょ
う
ど
集 

会
参
加
者
が
増
え
て
く
る 

時
間
。
急
き
ょ
出
迎
え
演 

奏
に
切
り
替
え
、
メ
イ
ン 

ス
テ
ー
ジ
の
開
会
時
間
ま 

で
う
た
い
続
け
ま
し
た
。 

パ
レ
ー
ド
送
り
出
し
で
は
目
の
前

に
停
ま
っ
た
隊
列
の
人
た
ち
と
歌
い

交
わ
す
場
面
も
あ
り
、
久
し
ぶ
り
に

送
り
出
し
演
奏
の
醍
醐
味
を
満
喫
。

い
つ
も
は
ド
ラ
ム
と
強
い
コ
ー
ル
の

一
団
が
、
私
た
ち
の
前
で
は
コ
ー
ル

を
控
え
、
歌
に
合
わ
せ
て
リ
ズ
ム
を

刻
ん
で
く
だ
さ
る
な
ど
、
心
遣
い
も

嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
。 

 

福
島
か
ら
参
加
さ
れ
た
南
條
さ
ん

や
鈴
木
さ
ん
に
は
フ
ル
回
転
で
お
手

伝
い
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と 

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

（
東
京
都
支
部 
森
理
子
） 
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2019 年 4 月 1 日               音 楽 運 動              第 603 号（2） 

3 月 25 日は辺野古新基地建設のために新たなエリ

アへの土砂投入が予定されています。 

そこに向けて「辺野古の海を土砂で埋めるな！首都

圏連絡会」（略称『埋めるな連』）は連続行動を呼びか

け、3 月 23 日（土）には首都圏のたくさんの駅で一

斉に街宣行動を行いました。この日だけで 22 駅、日

をずらして 7 駅が予定され、全部で 29 駅です。日音

協は亀戸駅前を担い、江東市民連合など、亀戸近辺で

活動している団体が合流しました。 

前日とうってかわって冷え込む中、日音協関係 9

名、その他 7 名の参加で、歌を交えながらのアピール

を元気に行いました。参加者の中には、ネットで見て

参加されたという方も複数いらっしゃいました。 

200 部用意したリーフレットはほぼ配りきること

ができました。人数が多いとやっぱりすごいです。受

け取りもよく、沖縄への関心の高さがうかがわれま

す。締めの言葉の際、そのこともしっかりアピール。

報道が偏るなか、沖縄を応援することは普通のこと、

あたりまえのこと、そんな多数派アピールは必要だと

考えます。 

ネットで行動を知って参加したという与那国島出

身の方が、マイクを持って沖縄の基地のことを話して

くださいました。嘉手納の広さ、北部訓練場がベトナ

ム戦の対ゲリラ訓練地だったこと…。いつかゆっくり

時間をとって聞いてみたいお話しでした。 

写真は江東から参加の方の撮影です。 

このあと 24 日（日）には首都圏大集会、25 日（月）

は官邸前座り込みが行われました。    （森理子） 

 

 

亀戸駅前での演奏 

＃０３２３辺野古を埋めるな駅頭一斉行動 

★駅頭いっせい行動★       
３月 23 日(土) 

◇各駅前でそれぞれがアピールすることを呼びかけます。 

◇場所・時間等をお知らせ下さい。 

◇配布するリーフレット等、利用できるようにします。 

◇現在予定されている駅頭宣伝行動は以下の通りです。 

 お近くのみなさんは参加・ご協力ください。 
 

★11 時から 12 時 JR 亀戸駅北口 

       主催 日本音楽協議会 
 

★11 時から 12時 JR・東京メトロ中野駅北口 

 主催 中野 協同プロジェクト 

★11 時から JR有楽町マリオン前 

 主催 中部地区労働者交流会 

★11 時から JR中野駅北口 

 主催 中野 協同プロジェクト  

★11 時 30 分から 13時 JR立川駅北口 

 主催 三多摩労組争議団連絡会議 

★12 時から JR秋葉原駅中央口 

 主催 中部地区労働者交流会 

★12 時から JR品川駅高輪口 

 主催 南部地区労働者交流会 

★12 時から JR蒲田駅 

 主催 南部地区労働者交流会 

★12 時から 13時 池袋駅東口 

 主催 戦争法廃止・安倍たおせ！反戦実行委員会 

★13 時から 14時 京王線高幡不動駅南口  

 主催 今と未来を考える会（日野市） 

★14 時から JR川越駅東口・西口 

 主催 辺野古テントと川越を結ぶ会 

★14 時から JR渋谷駅ハチ公口 

 主催 平和をつくり出す宗教者ネット 

★14 時半から JR中野駅北口 

 主催 沖縄への偏見をあおる放送を許さない市民有志 

★15 時から 新宿駅西口 

 主催 憲法９条を壊すな！実行委員会 

★15 時から JR恵比寿駅西口 

 主催 労働運動活動者評議会 

★15 時から JR柏駅南口 

 主催 エナガの会 

★15 時半から 西武線所沢駅東口 

 主催 島ぐるみ会議と埼玉を結ぶ会  

★16 時から JR川崎駅東口 

 主催 沖縄の映画を観よう！かわさき 

★16 時から 横浜駅西口高島屋前 

 主催 島ぐるみ会議と神奈川を結ぶ会 

★17 時から 18時 町屋駅頭で 

 主催 平和憲法を守る荒川の会 

★17 時から JR金町駅南口 

 主催 戦争協力にＮＯ！葛飾ネットワーク 

★18 時半から 19 時半 西武線石神井公園駅中央口  

 主催 語やびら沖縄 もあい練馬 

★18 時半から JR日暮里駅東口 

 主催 アジア共同行動首都圏 

◇23 日前後にも一斉行動に連携した取り組みがあります。 

★20 日(水）JR北千住駅西口 18時半から  

 主催 沖縄の闘いと連帯する東京東部集会実行委員会 

★24 日(日）JR赤羽駅        11 時から 

 主催 沖縄の闘いに連帯する関東の会 

★同日 小田急・相鉄線海老名駅東口 14時から 

 主催 バスストップから基地ストップの会 

★同日 JR名古屋駅         14時から 

 主催 日米地位協定改善を求める 47 プロジェクト 

★同日 JR鶴見駅西口デッキ    15時から 

 主催 平和と民主主義をともにつくる会・かながわ 

★27 日(水）JR松戸駅東口     13時半から 

 主催 松戸「沖縄とつながろう会」 

★29 日(金) JR大井町駅   17 時半から 

 主催 沖縄の闘いと連帯する東京南部の会 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019 年 4 月 1 日              音 楽 運 動              第 603 号（3） 

 岩手県支部の高橋円です。 

５月４日（土）に盛岡市民文化ホールで私が主催す

る「ポラーノの広場音楽会」に、日音協岩手県支部が

出演します。 

この演奏会は、地域の方に気軽にホールコンサート

を楽しむことと、岩手県にゆかりのある音楽愛好家の

交流を深めることを目的に、年に１回開催しているも

のです。 

小さい子どもさんからご年配の方まで、幅広い層の

来場者が毎年来ています。 

また、私が特別支援学校に勤務していることもあ

り、障がいをもった方も一緒に鑑賞を楽しんでいま

す。 

 

 

若い会員の交流会は、秋田の木下知久さん、栃木

の鳴澤庸夫さん、今回初参加の竹内崇史さん、東京

の田中珠萌さん、長野の青木瀬奈さんに岩手の高橋

円の６名の参加でした。三年前、３人でスタートし

てから毎年１名ずつ増え、今年は過去最高の６名で

す。第一回から関わってきた者としては、嬉しい限

りです。 

 今回取り組んだ曲は、日音協ソングから、今回の

セミナー講師であるまとばさんとの出会いに焦点を

あてて｢祖国はひとつ｣、同じく日音協ソングから木

下さんが好きなビートルズの替え歌で「ひでえ日だ

ったぜ」、珠萌さん一押しの１曲「大丈夫」（作詞・

作曲：斉藤和義）の３曲。６人の得意なことや個性

を生かして、一曲毎に歌割り、コーラスワーク、楽

器編成、アレンジ･･･とセッションを繰り返しながら

最終日の成果発表に向けて練習を繰り返しました。 

 途中、軽妙トークで脱線し交流を深めたのも楽し

い思い出です。また、｢祖国はひとつ｣の発表に際し

ては、忙しいまとばさんを捕まえて曲の事を聞く機

会をいただけたのも貴重な機会でした。また、鳴澤

さんと木下さんによるコードの勉強会もあり、アカ

デミックな学習ができたのも成果です。 

 今回の成果を９月に秋田の音楽祭で全国の皆さん

に披露することと、来年更にメンバーを一人でも増

やすことが当面の目標です。また、同時開催のセミ

ナーの皆さんの熱量に刺激を受けて、来年は創作も

できると嬉しいな･･･と密かな野望も胸に秘めつ

つ･･･全国の沢山の若い会員が音楽で繋がることを

信じて、日々の活動に励んでいきたいと思います。 

（高橋円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

盛岡市民文化ホールは、JR 盛岡駅そばにあります。 
右端が筆者の高橋円さん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019年 4 月 1 日              音 楽 運 動              第 603 号（4） 

 

 

 

 

３月 17 日、福島県民大集会に参加した経緯は、現在後

藤が地元大仙仙北地域の平和運動推進労組会議の幹事をし

ていることと、これまでも意識して参加してきたこともあ

って、動員要請に積極的に応じたことによるもので、往復

１３時間現地滞在３時間の弾丸動員でした。 

 集会では原発事故からの復興の現状やこれからの課題な

ど依然として多くの問題が解決されずにいることの要因

は、原発事故を軽微なものに印象操作しようとする御用学

者やマスコミ、そうした世論操作を背景にした東電や政府

の無責任な対応にあることが改めて指摘され、原発事故の

責任追及や被災者の生活支援などを求める闘いと生活協同

組合の復興への取り組みが報告されました。 

 公的支援では自主避難した者に対する支援の在り方に、

「核災棄民」という言葉もうまれているなど被災者支援が

不十分なままになっている現状がある一方で、マスコミの

報道は福島でオリンピックの聖火を走らせることや帰宅困

難地域を解除したこと。Ｊビリッジの整備などを報道する

ものの、いまだに５万人を超える避難住民が福島県の内外

にいることや廃炉作業がほとんど進んでいないこと。除染

した核汚染物やメルトダウンした原子炉の冷却水などが溜

まり続けていること。農林水産物の風評被害で苦しんでい

る生産者のことなどはあまりにも報道されることが少ない

ことについては、できることなら原発事故があったことを

忘れて欲しいという思惑が強く働いていると感じました。 

 ここからは後藤の私見ですが、そこには原発を輸出産業

にして大もうけしたいとする思惑や安全をＰＲすることで

インバウンドを促進して大もうけをしたいとする思惑。公

的支援を打ち切りたいとする思惑や被曝健康被害を覆い隠

したいとする思惑などなどが渦をまいて、巨大資本が大も

うけするためには犠牲はやむを得ないとする資本主義の病

理があるからだと思います。 

 と他人事のように書いている後藤はどの立ち位置にいる

のか。後藤の日常の意識の在り方はどうなのか。複雑な思

いもありますが、１年３６５日のうち何日原発事故やフク

シマに思いを馳せることがあるのかと思えばこの１日は大

切にしなければならない日になりました。 

 いまのところ、後藤が感じたことを歌にするには難しす

ぎるなぁ・・・。          （幹事・後藤雅裕） 
     

 

た
。 多

国
籍
の
労
働
者
が
集
ま
り
ま
す
。

外
国
人
労
働
者
の
実
態
か
ら
の
訴
え
、

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
以
下
、
実
行
委
員
会
チ

ラ
シ
よ
り 

 
 

 
 

 

（
森
理
子
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い
ま
、
ア
ジ
ア
、
ラ
テ
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ア
メ
リ
カ
、
北
ア
メ
リ
カ
、 

 
 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
フ
リ
カ
の 

     

   

３
月
３
日
（
日
）
13
時
～ 

上
野

公
園
水
上
音
楽
堂
に
お
い
て
、『
こ
こ

に
生
き
る
！
多
民
族
・
多
文
化
共
生
社

会
マ
ー
チ
・
イ
ン
・
マ
ー
チ
２
０
１
９
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

東
京
都
支
部
は
、
こ
の
間
こ
の
行
動

に
協
賛
し
、
歌
で
も
参
加
し
て
き
ま
し 

 

国
々
か
ら
１
５
０
万
人
を
超
え
る
と

い
わ
れ
る
移
住
・
外
国
人
労
働
者
が
日

本
で
働
い
て
い
ま
す
。
外
国
人
労
働
者

は
、
こ
の
５
年
連
続
で
増
加
し
、
国
際

結
婚
や
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
日
本

人
も
増
え
て
い
ま
す
。 

日
本
政
府
は
、
人
手
不
足
を
大
義
名

文
に
、
入
管
法
改
定
案
を
強
行
採
決
で

成
立
さ
せ
、
人
権
侵
害
や
労
働
災
害
が

頻
発
し
て
い
る
奴
隷
労
働
構
造
の
技

能
実
習
制
度
を
横
滑
り
さ
せ
た
在
留

資
格
「
特
定
技
能
」
を
創
設
し
ま
し
た
。 

移
住
・
外
国
人
労
働
者
の
労
働
実
態

は
、
劣
悪
な
労
働
条
件
の
差
別
的
な
処

遇
が
ま
か
り
通
り
、
人
身
売
買
も
横
行

し
て
い
ま
す
。 

 

    

今
年
も
私
た
ち
は
、
２
０
１
９
春
闘

の
一
環
と
し
て
、
マ
ー
チ
・
イ
ン
・
マ

ー
チ
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
日
本
で
働

く
す
べ
て
の
労
働
者
の
権
利
と
、
そ
の

上
で
日
常
的
な
差
別
に
さ
ら
さ
れ
て

い
る
移
住
・
外
国
人
労
働
者
の
権
利
の

改
善
、
向
上
を
訴
え
ま
す
。 

 

多
国
籍
の
仲
間
が
連
な
る
マ
ー

チ
・
イ
ン
・
マ
ー
チ
は
、
多
民
族
・
多

文
化
共
生
の
コ
ン
サ
ー
ト
集
会
と
デ

モ
で
す
。 
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2019 年 4 月 1 日              音 楽 運 動              第 603 号（5） 

 『一台のリヤカーが立ち向かう』 
               作詞・作曲 中川五郎 

 

 

１ 一台のリヤカーが立ち向かう 

  アンプやスピーカー積んだ 

リヤカーが立ち向かう 

  横須賀の町に核を持ち込むな 

  横須賀の海に戦争の船を許すな 

  リヤカーと歌い続けた男 

  大きな世界を変えるのは 

  一人の小さな動きから 

２ 一艘のシーカヤックが立ち向かう 

  中国電力の船に立ち向かう 

  漁師たちの命の海を奪うな 

  上関に危険な原発はいらない 

  一艘のシーカヤックで抗議する若者 

  大きな世界を変えるのは 

  一人の小さな動きから 

３ 一個の石つぶてを投げつける 

  戦車や軍隊に向かって投げつける 

  ここは僕らが生き続けてきた場所 

  ふるさとや歴史守るインティファーダ 

  一個の石つぶてを投げる子どもたち 

  大きな世界を変えるのは 

  一人の小さな動きから 

４ 一人の女性がバスの席に座る 

  黒人と白人に分けられたバスの席に座る 

  「立て」と言われても警官がかけつけても 

  彼女は「NO」と言って座り続けた 

  その闘いから公民権が生まれた 

  大きな世界を変えるのは 

  一人の小さな動きから 

５ 一台のギターが立ち向かう 

  弱い者いじめの国家や金持ちに立ち向かう 

  ウディ・ガスリーはギターのボディに書いた 

  このマシンはファシストを壊滅させると 

  一台のギターが美しい音をひびかす 

  大きな世界を変えるのは 

  一人の小さな動きから 

６ 一台のギターが立ち向かう 

  独裁者の軍事政権に立ち向かう 

  スタジアムに連行され腕をへし折られても 

  ヴィクトル・ハラは殺されるまで歌い続けた 

  一台のギターがたくましい音をひびかす 

  大きな世界を変えるのは 

  一人の小さな動きから 

７ 一人の手じゃ牢獄は壊せない 

  二人の手でも牢獄は壊せない 

  でも二人が１００人、 

１０００人、１００万になれば 

  牢獄は壊せる 

  そんな日が来る 

８ 一台のリヤカーが立ち向かう 

  アンプやスピーカー積んだ 

リヤカーが立ち向かう 

  横須賀の町に核を持ち込むな 

  横須賀の海に戦争の船を許すな 

  リヤカーと歌い続けた村松俊秀 

  大きな世界を変えるのは 

  一人の小さな動きから 

  リヤカーと歌い続けた村松俊秀 

  大きな世界を変えるのは 

  一人の小さな動きから 

  一人の小さな動きから 

  一人の小さな動きから 

  一人の小さな動きから 

 

（若干の注釈）    

２番 中国電力の船に立ち向かった「シーカヤック」については、説明の必要もないでしょうが、以下のサイトなどを参照して 

ください（最近あまり更新されていませんが）    （＊アカウント停止になっているので、ＵＲＬは略しました。） 

３番 「インティファーダ」 日本では、通常パレスチナにおける民衆蜂起（１９８７年～、２０００年～）を指すようです。 

４番 公民権運動の象徴となった「ローザ・パークス」を歌ったもの。 

５番 「ウディ・ガスリー」 米国のフォークシンガー（１９１２年～１９６７年）。代表曲は『我が祖国』。 

６番 「ヴィクトル・ハラ」 チリのシンガー・ソングライター（１９３２年～１９７３年）。ピノチェトによるクーデターで 

チリ・スタジアムに連行され、多くの市民とともに虐殺される。ホー・チミンを歌った『平和に生きる権利』の作者であり、 

この曲は、ソウル・フラワー・ユニオンによってカバーされました。他に、日本では加藤登紀子が歌った『アマンダの思い出』 

などが有名です。 

７番 この部分だけメロディーが変わりますが、おそらく、関西フォーク全盛の時代によく歌われた『一人の手』（原曲ピート・ 

シーガー）の一種の「引用」だと思います。本田路津子（ほんだ・るつこ）版が You Tube で聴けます。 

                      

「音楽」カテゴリの最新記事 
志田陽子さん（武蔵野美術大学教授）公演「歌でつなぐ憲法の話～憲法に託された夢と希求」（2019年 1月 14日＠新宿区角筈区民ホール）

を視聴す/神戸から勇気と力を！～森松明希子さんのお話と川口真由美さんのライブから（〈生きる権利を求めて〉阪神淡路大震災２４周年集会）

/シンポジウム「安倍政権にかわる新しい選択肢」（2018 年 11月 28 日）についての市民連合からの「報告」/憲法ソング「わたしのねがい」

（日弁連・憲法詩（ポエム）大賞受賞作＋谷川賢作）をＤｉＶａの演奏で聴く/志田陽子さん（武蔵野美術大学教授）講演「安保法制違憲訴訟

における平和的生存権・人格権」と『虚空（そら）の名前』など３曲の演奏を聴く/ぞう列車が走って７０年 和歌山ぞうれっしゃ合唱団 団員

募集！（公演予定日：2019年 7月 27 日）/中川五郎さんのライブ・アルバム『どうぞ裸になって下さい』収録曲の半分を YouTube で視聴

する～非公認プロモーション・ブログ/中川五郎さんのバラッド「関東大震災朝鮮人差別三部作」をあらためて聴く/井上ともやすさんの『どこ

へ行くアメリカ』を聴く～「イットク フェス ２０１８!!」スピンオフ第２弾/中川五郎さんの『ピーター・ノーマンを知っているかい？』を聴

いて考える～自分もピーターになれるだろうか？/第２回「言っとくけど、俺の自由はヤツラにゃやらねえ！ロック・フェスティバル」（イット

ク フェス ２０１８!!）を視聴する/憲法と「アート」が交わるところ～法学館憲法研究所「アートな憲法ルーム」に注目を！/日弁連＜日本国

憲法企画＞「夏休み憲法教室 中山加奈子さん（プリンセス プリンセス）と一緒に憲法を詩いましょう♪」のご紹介/伝説のグループ「なつお

meets 南風」が呼びかける「ＣＤをゲットして西日本豪雨災害支援に協力を！」のご紹介～よろしくお願いします/「第二回 ラブ＆ピースライ

ブ 和歌山～平和を祈るコンサート」（2018 年 7月 29日＠ライブハウス OIDTIME）への再度のお誘い 

 

出典：弁護士・金原徹雄のブログ（2013年 2月 3日）より 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019年 4 月 1 日              音 楽 運 動              第 603 号（6） 

▼
改
憲
案
の
国
会
発
議
に
向
け
て
動
き

出
し
そ
う
だ
が
、
そ
ん
な
中
、
と
ん
で

も
な
い
歌
が
創
ら
れ
た
。
▼
「
自
民
党

安
保
政
策
の
名
物
職
員
」「
安
保
政
策
・

憲
法
に
精
通
」
と
言
わ
れ
て
い
る
田
村

重
信
氏
の
「
憲
法
改
正
ソ
ン
グ
」
だ
。

タ
イ
ト
ル
は
「
憲
法
よ
り
も
大
事
な
も

の
」
。
こ
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
し
て
も
憲

法
軽
視
が
甚
だ
し
い
自
民
党
の
姿
勢
が

に
じ
み
出
て
い
る
。
そ
の
歌
詞
は
、「
い

つ
ま
で
も
同
じ
服
は
着
ら
れ
な
い
。
大

人
に
な
っ
た
ら
も
う
着
替
え
よ
う
」「
辛

い
現
実
か
ら
目
を
そ
ら
し
た
ま
ま
で
生

き
て
ゆ
く
の
は
臆
病
だ
か
ら
」
。
▼
憲

法
を
服
に
た
と
え
る
感
覚
も
「
辛
い
現

実
」
が
何
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
か

も
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
「
憲

法
な
ん
て
た
だ
の
道
具
さ
、
変
わ
る
こ

と
恐
れ
な
い
で
明
日
の
た
め
に
」
と
続

い
て
い
る
。
憲
法
は
「
た
だ
の
道
具
」

と
は
恐
れ
入
っ
た
。
言
う
ま
で
も
な
く

憲
法
は
国
の
あ
り
方
を
定
め
た
最
高
法

規
で
あ
り
、
国
民
の
権
利
や
自
由
が
制

限
さ
れ
な
い
よ
う
国
家
権
力
を
縛
る
、

国
民
に
と
っ
て
き
わ
め
て
大
切
な
も
の

だ
。
さ
ら
に
「
誰
か
の
助
け
を
待
つ
ん

じ
ゃ
な
い
。
自
分
の
力
で
立
ち
上
が
ろ

う
」
と
も
。
護
憲
を
主
張
す
る
者
イ
コ

ー
ル
臆
病
者
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼

り
、
も
は
や
憲
法
改
正
が
す
す
ん
で
「
戦

争
で
き
る
国
づ
く
り
」
で
あ
る
こ
と
を

隠
そ
う
と
も
し
て
い
な
い
。
▼
軽
快
な 

メ
ロ
デ
ィ
に
の
せ 

て
、
改
憲
を
当
然 

の
こ
と
と
思
わ
せ 

る
の
が
狙
い
な
の 

だ
ろ
う
か
。 

                                                  

 

   

 

     

 

    

   

                          

（117） 

飯島貞親 

官
邸
前
反
原
発
行
動 

３
／
１５
（
３
３
７
回
）
報
告  

鈴
木 

 

▼「私は誤った発言をしました。

タンポポ舎さんで、『DO！廃炉』

をやったときに『本邦初演』と言

ったのは全く事実に反するので削

除してください。急にＭＣのマイ

クを渡されて、あせってしまった

のです。」と、葉子さんから律義に

訂正の依頼がありました。確かに

富山音楽祭での北海道の演奏は鮮

烈でしたが、たんぽぽ舎前では初

演だったのですから、あまり気に

しないでください。   （佐藤） 

▼それにしても、あらためて東京

都支部の連日の行動には頭がさが

ります。それでいて体調が悪いと

きや仕事で休みがとれない時は無

理をしないなど、お互いにフォロ

ーしているようですね。精神的に

も疲れないようにしましょうね。 

    （佐藤） 

▼秋田音楽祭は現地実行委員会の

事務局資料は綿密に企画されてい

るようですが、統一自治体選挙が

終わらないと実行委員会で確認で

きないようです。▼さしあたって

は、ホテルの予約がなかなか取れ

ないようですので、早めに確保し

ておいてください。   （佐藤） 

 

 

 

 

 

 

（
ス
リ
ッ
パ
で
出
す
）
の
所
を
練
習

し
よ
う
と
い
う
事
で
、
ス
ー
さ
ん
に

や
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
と
、
も
う
１

人
の
友
達
が
来
て
、
「
そ
れ
な
ら
、

俺
に
も
出
来
る
よ
」
と
、
い
う
の
で
、

お
願
い
す
る
事
に
し
た
。
練
習
の

後
、
２１
日
は
来
ら
れ
る
か
わ
か
ら

な
い
と
言
う
の
で
、
ま
た
、
ス
ー
さ

ん
に
代
わ
っ
た
。 

た
ん
ぽ
ぽ
舎
前
で
『
Ｄ
Ｏ
！
廃

炉
』
。
葉
子
さ
ん
は
「
ス
リ
ッ
パ
を

使
い
ま
す
」
と
効
果
音
を
披
露
。「
マ

イ
ク
を
使
っ
た
方
が
い
い
よ
。
」「
こ

う
や
っ
て
み
れ
ば
。
」
と
フ
ァ
イ
ル

に
ス
リ
ッ
パ
を
打
ち
つ
け
た
り
、
た

ん
ぽ
ぽ
舎
の
皆
さ
ま
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
頂
き
、
大
変
、
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
「
廃
炉
に
し
な
い
と
お
仕
置

き
よ
！
」
と
葉
子
さ
ん
。
少
し
遅
れ

て
来
た
達
哉
君
が
、
最
後
に
、
ど
う 

参
加
者 

葉
子
、
達
哉
、
コ
ミ
ネ
ッ

チ
、
民
衆
の
歌
の
女
性
、
ス
ー
さ
ん
、

ス
ー
さ
ん
の
友
達
２
人 
鈴
木 

 
 

 
計
８
名 

 

「
今
日
は
何
人
来
る
か
な
」
と
葉

子
さ
ん
と
二
人
で
歌
い
始
め
る
と

ス
ー
さ
ん
が
来
た
。
２１
日
の
練
習

を
し
よ
う
と
、
葉
子
さ
ん
が
、
ス
リ

ッ
パ
を
持
っ
て
来
て
く
れ
た
。 

一
通
り
練
習
し
よ
う
と
歌
っ
て

い
る
と
、「
久
し
ぶ
り
だ
ね
。」
と
ス

ー
さ
ん
の
知
り
合
い
の
方
が
声
を

か
け
て
来
た
。
「
歩
く
の
が
や
っ
と

だ
よ
」
と
言
い
な
が
ら
ス
ー
さ
ん
の

持
っ
て
い
た
歌
詞
カ
ー
ド
を
見
な

が
ら
歌
っ
て
く
れ
た
。
そ
し
て
、
立

ち
去
っ
た
が
、
ま
た
戻
っ
て
、
も
う

一
曲
歌
っ
て
行
っ
て
く
れ
た
。 

『
Ｄ
Ｏ
！
廃
炉
』
の
ム
チ
の
音 

し
て
も
歌
い
た
い
と
替
え
歌
を
歌

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
日
、
始
ま
る

時
に
は
ど
う
な
る
か
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
皆
様
の
お
か
げ
で
、
終

わ
る
頃
に
は
、
ニ
コ
ニ
コ
の
鈴
木
で

し
た
。 

今
日
は
、
民
衆
の
歌
の
定
例
会
で

し
た
。
先
週
よ
り
も
沢
山
集
ま
っ
て

い
ま
し
た
。 

民
衆
の
歌
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
演

奏
が
と
て
も
素
敵
で
し
た
。
コ
ミ
ネ

ッ
チ
は
、
小
さ
な
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン

を
持
っ
て
来
て
い
ま
し
た
。
ア
コ
を

弾
い
て
い
ま
し
た
が
、
早
く
、
森
さ

ん
の
よ
う
に
、
弾
き
語
り
が
出
来
る

よ
う
に
な
る
と
い
い
の
に
な
と
思

い
ま
し
た
。
民
衆
の
歌
は
、
月
一
回

の
定
例
会
を
や
っ
て
い
ま
す
の
で
、

参
加
さ
れ
た
い
方
は
、
是
非
ど
う

ぞ
。 上

野
さ
ま
か
ら
新
し
い
替
え
歌

が
届
き
ま
し
た
の
で
添
付
し
ま
す
。

『
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
琉
球
』
の
替
歌

『
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
辺
野
古
』
で
す
。

ス
ー
さ
ん
に
、
歌
詞
カ
ー
ド
を
お
渡 

し
し
た
所
、「
海
よ
～
」
と
歌
い
始 

め
、「
後
ろ
の
方
は
難
し
い
ん
だ
よ
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
元
歌
は

Y
o
u

T
u

b
e

に
載
っ
て
い
る
と
の

事
で
す
の
で
、
み
ん
な
で
覚
え
ま
し

ょ
う
。 

「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
辺
野
古
」 

海
よ 

辺
野
古
の
海
よ 

ジ
ュ
ゴ
ン
泳
ぐ
チ
ュ
ラ
海
よ 

オ
キ
ナ
ン
チ
ュ
ー 

こ
こ
ろ
は 

ひ
と
つ 

辺
野
古
の 

海
を
守
れ 

 
 

 
 

 

（
か
け
ご
え
） 

わ
し
が
く
に
さ
の 

海
を
守
ら
ん 

わ
し
が
く
に
さ
の 

空
を
守
ら
ん 

わ
し
が
く
に
さ
の
子
ど
も
守
ら
ん 

ア
メ
リ
カ
べ
っ
た
り 

 
 

 
 

 
 

安
倍
は
ノ
ン
ノ
ン 

      


